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(i)水路数の法則 (Hortonの第 1法則 )'.ある流域で最高次の水路の次数をnとすると,
ある次数(i)の水路の数 伊i)は,幾何級数で表わされる(Horton,1945;Strauer,1952)
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qi)水路勾配の法則 (Hortonの第 3法則 ):Si,Slをそれぞれ i次および1次の水路の平
均勾配とすると以下の関係が成立する(Horton,1945;Morisawa,1962)
si-SIRs-(i-1) (i-1,2,-I.-,n) 川 -3)
Rsは勾配比と呼ばれ,同一流域内で一定と見倣される｡













意味する｡ すなわち, i次の水路 (流域 )の(i+1)次の水路 (流域)に対する関係は,(i十








すなわち,応6スを〝次の水路 1本に直接側方より流入する水路の数 (流域全体での平均値 )と
するO んelに対し以下のような関係が成立するものとする(第 1図の流域では 81-1,K-2で
ある)0
7167n-1=7n-167n-2= -KEG-1= = /+lei= 61

































ス次の水路に按する流域間末端面 (interbasinarea)の面積の平均値とすれば(第 1図参照 ),
次式が導ける｡
i-1













































(徳永,1974; Tokunaga,1978) したがって,第 1図に示す水路網は,位相的にランダム
な無限大の水路網の平均状態のある次数差間をとり出したものといえよう｡このような水路網
によってつくられる流域を理想流域と呼ぶことが出来る(徳永,1975)｡このような水路網も































を得る｡したがって,平衡状態におけるi次水路の平均落差 -Z言を, (V-2)式, (V-3)
式,(†-5)式を用いて計算すれば,
-Z;-a;/(C"NiAi)
--zl/符･(Rb/RA)a-1 岩 (BAR/Rb)i-1i=1 (†-6)
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東京医歯大･医用器材研 戸 川 達 男
生物の形態には,合目的性すなわち自然環境において生きるのに適した性質が認められるこ
とは明らかなことであるが,実際の生物の形態がどれだけ正確に合目的性を実現しているかを
定量的に評価した例は少ない｡そのうちで,血管系の形態および樹木の形態については古くか
らの研究があり,形態と機能の定量的な関係が示されている点で興味ある例である｡
1. 血管分岐の法則性を説明するモデル
毛細管と毛細管に流れる血流を調節する細動脈を除けば,大部分の血管は血液を流す導管で
あり,その形態は血液を効率良く流すことができるように構築されていると考えられる｡ ここ
で ｢効率｣という概念は完全に説明されているわけではなく,生物にとって有利なことあるい
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